原子力エネルギーに対する緑の党の反対は歴史的なミスであった
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 献身的な環境主義者として、私は原子力エネルギーに反対する環境保護のグループを見ると、パラドックスであると思う。 原子力発電所に対する緑の党の反対は、実際大きな歴史的なミスである。 彼らの発表された関心は、健康、安全と自然の保護である。 これらの点で原子力ははるかに選択肢より優れている。－ 大気を汚す化石燃料の燃焼（石炭、石油とガス）、発電用の風車あるいは太陽光電池の使用、 そして景観を変え、僅かのエネルギーを作る バイオマス（燃やすために農作物を栽培し、残余を燃やす）。

人口の増加と生活水準の向上が、エネルギー危機を引き起こしている、原子力エネルギーに頼ることなしではこれを防ぐことは出来ない、長期的に出来ない、我々の孫子の代まで不可能であるということは、基本的な事実である。

よく設計され、よく組み立てられ、よく運営され、よく維持された原子力エネルギーは、非常にクリーンで、安全で、丈夫で、そして経済的である。

原子力は二酸化炭素をほとんど出さず、硫黄酸化物や窒素酸化物もない。；これらは化石燃料が燃やされたとき、大量に作り出され、大気中に放出される。

太陽電池、風車、大きい土地を占領するバイオマス と異なり、原子力発電所が非常にこぢんまりしている；それはフットボール・スタジアムとその周囲の駐車場部分を占める程度だ。

建設中に少しの二酸化炭素が放散されるが（風車と太陽光電池のセルについても同じである）、運転中は放出はない；したがって原子力は、温室効果に最小の寄与しかない。

原子力は非常に少ない量の廃棄物作り出すが、それは完全に封じ込められており、自然に減少する。

一方、多くの産業廃棄物、科学的に安定し不変であり、適切に封じ込められていないものが、大量に作り出されている。 一般に、原子力廃棄物で行われている方法を、工業的・化学的廃棄物に適用すれば、産業は大いに環境に役立つことができるであろう。

更新可能なエネルギーは、我々の考慮から除外されるべきではない。 それらは、産業的な可能性から見ると、世界のエネルギーにおいて小さい部分を占めるに過ぎないけれども、演ずるべき重要な適所役割を持っていることは認識されるべきである。

知られていない恐怖は、核に反対する組織の売り物である。 彼らは一般的な放射能の恐れ、特別の放射性廃棄物の恐れ、スリーマイル島あるいは Chernobyl のような大きな事故の恐れと核兵器拡散の恐れを説き聞かせる。 彼らのキャンペーンは、大衆が放射能の真実の健康効果を適切に知らされていないという事実、及び放射能はどこでも環境に存在しているという事実に依存している。 彼らは、広島と長崎原爆の生存者について、すべての放射線は健康に害があるという、広く知れているが間違った解釈（ LNT 仮説）と関連する集積線量の概念を利用する。 少量の放射線は、生活に必須でないとしても、有益である。

太陽電池と風車の清純な美しさにほれ込み、それらが文明社会の産業によって必要とされるエネルギーの有意なシェアを供給する能力がないという発言を、受け入れることを拒否する人たちがいる。

人口増加に直面して、多くて数年危機を遅らせることができると、保存を強調する人々がいる。

そして「より簡単な」生活を求める人たちがいる。 先進国でのライフスタイル（北アメリカ、ヨーロッパ、日本）は本当により低いエネルギー消費レベルに変化することが出来、そしてまだ良い生活水準を維持している。しかしこのような進展は時間（数十年少なくとも）を必要とし、その間中国、インド、ブラジル、アフリカその他の発展途上国において、大量のエネルギーの増加要求に直面する事となる。

唯一の原子力に対しての重大な議論は核兵器拡散の恐れである、すなわち、隔離された若干の兵器級プルトニウム、あるいは若干の高濃縮ウランが 悪者 の手に落ちて、原爆が作成される事である。 けれども現在までの歴史の中で、核兵器所有国ですら、商用の原子力発電所の使用によってその状態に達した国はなかった。 しかしながら、我々はこの点に関して用心深くあるべきであり、 IAEA の核拡散防止ミッションは強化されるべきである。

緑の党の原子力反対の立場を、無学であることのせいにすることは難しい。 我々は、彼らの主な科学アドバイザーの１人と「我々は可能なあらゆる手段を用いて、二酸化炭素の排気を減らさなくてはならない」という彼の公式声明の後に話をした。我々は、彼にそれが原子力エネルギーを含むかどうか尋ねたとき、彼は静かに「我々すべてが愚かではない。」と言った。 彼の微笑が、電話ワイヤーの上にほとんど見えるようだった。

トレンドは変化している。 ＦＥＮ、原子力エネルギーのための環境主義者協会（ www.ecolo.org ）に、大量の環境主義者が参加しつつあり、現在すでに48カ国6,000人に及んでいる。 時間の経過とともに新しいパラダイムが現われつつある：流行遅れの原子力反対の傾向は沈み込み、そして原子力賛成の環境保護主義者が今主役になっている。 最近、ＦＥＮの会員で、Gaia （地球）を自己維持された生体であると考えるGaia 理論の著者であり、 １９６０年代から環境意識の開発の父として環境保護のコミュニティで全員一致で尊敬されている、James Lovelock教授（ FRS ）は、 「地球を緑に出来るのは原子力だけだ」と言って国際的なマスコミ（ＵＫの「「インディペンデント」、フランスの「ル・モンド」、合衆国の「インサイト」」の一面記事になった。

原子力エネルギーの民間利用に対する環境保護運動の反対は次第に消えていき、将来我々の時代における最も大きいミスであることが明らかにされるであろう。

ブルーノ・コンビ、 EFN 創設者・理事長 (http://www.ecolo.org )、環境主義と健康な生活に関するベストセラー「原子力エネルギーを支持する環境主義者」（ TNR 出版）を含む１５の言葉で出版された１０冊の本の著者である。
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